
人権 ・ 同和問題啓発広報 「みちしるべ」 第１70号

出雲市同和教育研究指定事業の取組出雲市同和教育研究指定事業の取組
　市では、市内の地区同和教育推進協議会を２年間指定し、当該地区内の保育園（所）、幼稚園、小・中学校、
コミュニティセンター等と連携を図りながら、「真に明るく住みよい民主的な社会の創造」をめざした
地域ぐるみの同和教育を推進しています。
　令和６・７年度に指定事業に取り組まれた「大津地区」及び「朝山地区」の取組を紹介します。

　「人権文化豊かな明るく住みよい民主的な大津のまちづくり」を目標に掲げ、大津地区の各種団体、
事業所、学校、園が一つになって研究実践に取り組んできました。取り組むにあたっては、地域住民を
対象とした意識調査の結果を生かした活動にすることとしました。良好な人間関係づくりとして「地域
で取り組むラジオ体操」や「ふれあい花壇づくり」、「住民の意識を反映した人権研修会」の実施、「親子で
考える人権標語」「人権をテーマとした書道パフォーマンス」などに取り組み、多くの方々に人権について
考えていただきました。今後はこの２年間の取組を継続するとともに、より一層効果的な実践活動を
創意工夫し、偏見や差別のない住みよいまちづくりを進めていきたいと思います。

　この研究指定事業は、同和問題をはじめとするさまざまな人権課題の解決に向けての取組や、
地域内のあらゆる機関との連携を推進しており、指定が終了した後も、取組が継続していくこと
を目的としています。

子どもたちに　誇れる町を　大津から
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おたずね／人権同和政策課　TEL ２２－７５０６

　令和７・８年度に同和教育研究指定事業を受けている川跡地区及び阿宮地区でも、現在さまざまな
取組が行われています。指定２年目となる来年度には、取組の成果などを紹介する発表会が開催され
る予定です。
　今回紹介した研究指定を受けた地区だけでなく、研究指定を受けていない地区でも、さまざまな
取組が行われています。同和教育は、部落差別をはじめとするあらゆる差別をなくし、全ての人々の
人権を尊重する取組です。皆さんも積極的に参加し、一緒に明るく住みよいまちにしていきましょう。

　朝山地区内の各種団体等と連携し、指定事業推進委員会を組織して、２年間の研究実践に取り組み
ました。
　１年次（６年度）は「気付き」をキーワードに、近年多様化している各種の人権課題を考える機会と
し、２年次（７年度）は「学び直し」として、同和問題を再認識する学びの場としました。
　中でも力を入れたのが「ミニ研修会」という自治会（町内）研修で、それぞれが希望するテーマに
沿って、全ての自治会で実施することができました。研修後のアンケ―トでも９割以上の方から「良
かった」という評価をいただいたことが大きな成果になりました。
　また、各種の調査や広報・啓発活動においても積極的な協力を得て、学校・園を含めた地域の連携
体制の強さを改めて感じました。今後も、この成果を生かしながら積極的な活動を継続していきたい
と思います。

活動シンボル

みんなのハート
３１２

研修会終了後、
参加者が描いた

ハートを集めました。

自治会（町内会）主催ミニ研修会 地域住民を交えた保護者研修会（幼稚園）

同和教育研究指定事業発表会 人権標語等の展示（文化祭）
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